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〔巻頭言〕 

 

Law&Practiceのさらなる発展に向けて 

 

 

弁護士  児 島  幸 良 

     （早稲田大学大学院法務研究科教授） 

 

 

まず，Law & Practice第 6号が発刊されたことを嬉しく思います。お忙しい中，

原稿を寄せてくださった諸先生方，並びに Law & Practiceの編集作業を学業の傍

ら精力的に担当された編集委員の学生諸君に，一読者として感謝いたします。

Law & Practiceの存在意義は，従前の巻頭言でも述べられていますので繰り返し

は避け，あえて今後の一層の発展に向けた課題を指摘し，更なる飛躍への一助

になればと思います。 

第一は，ローレビュー編集担当者になるための厳しい選抜や競争が必ずしも

ない中で，Law & Practiceの編集委員であったということが，欧米の一流のロー

レビューの場合ほど高く評価されていないおそれがあるという点です。 

第二は，Law & Practiceへの掲載が，国内の他の法律雑誌に比肩するほどの重

要性や社会的評価を伴うものに必ずしもなっていないおそれがあるという点で

す。学外のいわば利害関係のない執筆者の論稿をますます積極的に掲載すると

ともに，執筆者が著名な大学者であっても，執筆者の肩書等にとらわれること

なく，客観公正に投稿の内容を熟読して，形式や誤字脱字の訂正にとどまらず，

実質的で，真摯な編集活動に引き続き邁進していただくことが望まれます。 

第三に，Law & Practiceの編集活動が，新司法試験合格という短期的な目標の

達成の観点からは一種の回り道と見られ，頭もよいが要領もよい学生からは，

敬遠されているのではないかという点です。司法試験の合格率が従来よりはる

かに高くなった今日において，新司法試験の合格は法律実務家としての活躍の

一助にはなり得ても，もはや十分条件ではないという現実を直視し，ロースク

ール在籍中からいたずらに狭い意味での受験勉強のみに目を奪われず，論理的
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思考並びに貴重な人脈づくりの絶好の機会として Law & Practiceを位置づけ，最

大限活用してもらいたいと思います。 

一日も早く Law & Practiceの編集委員募集の説明会の会場が満席となり，争っ

て編集長に立候補が相次ぐ日が来ることを祈っております。 
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